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物価が上がっても賃金が
下がれば年金を下げる

「年金カット法」は廃案を
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富岡製糸場＆宝川温泉バスツアー（９月28～29日）
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た
の
か
、一
番
大
事
に
し
た
い
の
は
平
和
、

戦
争
の
道
に
行
く
の
か
、
そ
れ
と
も
ス

　
『
こ
だ
ま
会
報
』
の
総
会

特
集
号
（
８
月
15
日
号
）
で

代
表
幹
事
の
植
木
眞
理
子
さ

ん
は
挨
拶
の
な
か
で
、「
こ

の
１
年
間
日
本
は
ど
う
な
っ

ト
ッ
プ
さ
せ
る
の

か
が
問
わ
れ
た
。

子
ど
も
や
孫
に
、

『
平
和
で
よ
か
っ

た
』『
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
』
と

い
え
る
日
本
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま

す
。
平
和
は
黙
っ

て
い
て
は
守
れ
ま

せ
ん
。

＊　

＊　

＊

　

安
保
法
（
戦
争

法
）
が
多
く
の
国

民
の
反
対
の
な
か

で
強
行
成
立
、
今

年
３
月
施
行
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
憲
法
９

条
の
改
悪
や
緊
急
事
態
条
項
の
新
設
問

題
。
２
０
１
６
年
度
防
衛
予
算
は
５
兆
円

を
超
え
、
沖
縄
の
県
民
感
情
を
無
視
し
た

米
軍
新
基
地
の
建
設
強
行
。
自
衛
隊
に
武

器
使
用
を
伴
う
新
任
務
を
与
え
、
内
戦
状

の
国
際
政
治
で
初
め
て
の
事
で
す
。

　
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
は
世
界
で

数
億
筆
を
目
標
に
と
り
く
ま
れ
、
毎
年
国

連
総
会
に
提
出
し
ま
す
。
あ
な
た
の
署
名

が
世
界
を
変
え
ま
す
。

片野　憲二

核兵器のない世界へ

　

私
は
核
兵
器
廃

絶
・
核
戦
争
阻
止
・

被
爆
者
救
援
を
掲
げ

る
原
水
爆
禁
止
運
動

の
道
に
入
り
、
７
年

に
な
り
ま
す
。い
ま
、

力
を
入
れ
て
と
り
く

ん
で
い
る
の
は
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」

の
被
爆
者
が
訴
え
る

「
核
兵
器
廃
絶
国
際

署
名
」
で
す
。

　

こ
の
秋
の
国
連
総

会
で
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
交
渉
開
始
が

議
論
さ
れ
ま
す
。
核

兵
器
の
禁
止
・
廃
絶

に
つ
い
て
の
条
約
締

結
の
話
し
合
い
が
も

た
れ
る
の
は
、
戦
後

態
の
他
国
へ
派
遣
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

し
か
し
こ
の
１
年
、「
戦
争
さ
せ
な
い
」

「
野
党
は
共
闘
」
を
掲
げ
、
た
た
か
い
を

進
め
た
市
民
は
、
参
議
院
選
挙
で
貴
重
な

成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
大
き
な
共
闘

で
政
治
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。

核兵器廃絶国際デー（９月26日） 署名を推める片野さん

「ヒバクシャ国際署名」をあなたも

世界遺産「富岡製糸場」へ世界遺産「富岡製糸場」へ
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第22回
ふれあい
手作り
文化祭神奈川自治労連退職者会神奈川自治労連退職者会

楽しんだ
ヨ！
文化祭

　

本
書
は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
地
震

発
生
か
ら
１
０
０
日
間
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
く
記
録
か
ら
ま
と
め
、
同
年
10

月
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
の
増
補
改
訂
版
で

あ
る
（
２
０
１
６
年
５
月
13
日
刊
）。

　

人
口
22
万
人
の
石
巻
市
で
、
唯
一
基
幹

病
院
と
し
て
大
き
な
被
災
を
免
れ
、
多
く

の
市
民
を
救
っ
た
経
験
が
強
烈
な
体
験
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

地
震
発

生
か
ら
わ

ず
か
１
時

間
で
救
急

患
者
の
受

け
入
れ
準
備
が
で
き
た
の
は
、
す
で
に
災

害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
検
討
し
、
訓
練
を

重
ね
、
人
員
配
置
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
想
定
外
の
現
象
に
対
す
る

職
員
の
不
眠
不
休
の
闘
い
は
、
被
災
者
で

も
あ
り
、
自
分
の
家
族
の
安
否
の
解
ら
な

い
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

勿
論
、
他
所
か
ら
の
様
ざ
ま
な
救
援
に

助
け
ら
れ
て
お
り
、
日
頃
の
連
携
の
重
要

性
が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
ま
た
助
け
ら
れ

る
側
の
心
得
も
充
分
汲
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
ぜ
ひ
ご
一
読
を
。 

（
新
井
通
子
）

お
す
す
め
の
一
冊 　

『
石
巻
赤
十
字
病
院
の

 

１
０
０
日
間
』
増
補
版

石
巻
赤
十
字
病
院
・
油
井
り
ょ
う
子
著

こだま会てく・テクの会

　

神
奈
川
自
治
労
連

退
職
者
会
の
「
第
22

回
ふ
れ
あ
い
手
作
り

文
化
祭
」
が
10
月
29

日
10
時
か
ら
、
横
浜

市
従
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
文
化
祭

実
行
委
員
会
が
準
備
し
て
き
た
も
の
で
、

参
加
者
は
述
べ
２
５
０
人
を
超
え
る
大
盛

況
。
午
後
３
時
過
ぎ
ま
で
、
交
流
が
続
き

ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

３
階
の
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
切
り
絵
や
写

真
、
絵
手
紙
、
絵
画
、
手

芸
、
俳
句
、
川
柳
、
押
し

花
、
ち
ぎ
り
絵
、
書
、
編

み
物
、
サ
ー
ク
ル
の
と
り
く
み
等
の
力
作

が
飾
ら
れ
、
切
り
絵
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、「
私
も
挑
戦
し
て
み
た
い
」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

４
階
の
演
芸
会
場
の
舞
台
で
は
、
歌
や

踊
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、テ
ー
ブ
ル
で
は
、

軽
食
を
と
り
な
が
ら
交
流
の
輪
が
あ
ち
こ

ち
に
で
き
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
だ
ま
会
か
ら
は
展

示
作
品
で
、
俳
句
、
川

柳
、
絵
手
紙
、
は
が
き

絵
、絵
画
、手
芸
、書
、

写
真
、
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー

ト
。
演
芸
の
部
は
、歌
、

ギ
タ
ー
演
奏
、
田
宮
流

居
合
抜
き
な
ど
で
し
た
。

 

（
鳥
海
敏
雄
）

盛り上がった演芸　

切り絵の実演も

作品鑑賞

　

９
月
28
日
朝
、
老
老
男
女
20
人
の
バ
ス

ツ
ア
ー
は
、
横
浜
天
理
ビ
ル
前
を
出
発
し

一
路
富
岡
製
糸
場
へ
。
製
糸
場
に
着
き
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
が
始
ま
っ
た
途
端
、

「
ザ
ー
ッ
」
と
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
説
明
を
か

い
つ
ま
ん
で
報
告
し
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

明
治
維
新
の
は
じ
め
、
西

欧
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た
政

府
が
、
資
金
づ
く
り
策
と
し

て
生
糸
の
輸
出
に
目
を
付
け
ま
し
た
。

　

１
８
７
２
年
（
明
治
５
）、
生
糸
の
品

質
改
良
、
生
産
性
向
上
、
技
術
指
導
者
育

成
を
目
的
と
し
た
官
製
の
模
範
工
場
と
し

て
、
養
蚕
地
、
水
、
燃
料
な
ど
の
立
地
条

件
を
満
た
し
た
こ
の
地
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
１
４
年
に
、「
富
岡
製

富
岡
製
糸
場
＆
宝
川
温
泉
ツ
ア
ー
で
交
流

富
岡
製
糸
場
＆
宝
川
温
泉
ツ
ア
ー
で
交
流

小学館文庫
600円＋税

（
３
面
に
続
く
）
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糸
場
と
絹
産
業
遺
跡
群
」
は
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

❖
当
初
は
士
族
の
娘
が
３
分
の
２

　

フ
ラ
ン
ス
人
設
立
指
導
者
ブ
リ
ュ
ナ
の

も
と
、
３
年
間
で
指
導
者
に
な
り
故
郷
の

工
場
で
働
く
女
工
を
育
成
、
当
初
は
士
族

の
娘
が
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

労
働
条
件
は
、
労
働
時
間
１
日
平
均
７

時
間
45
分
、
年
間
70
日
の
休
暇
（
日
曜
、

夏
・
冬
休
暇
）、
医
療
、
食
事
、
寮
費
無

料
で
、
月
給
１
円
75
銭
〜
75
銭
（
１
等
〜

３
等
、
等
外
の
４
段

階
）
と
厚
遇
さ
れ
、

民
間
払
い
下
げ
時
代

含
め
『
女
工
哀
史
』

の
実
体
は
な
か
っ
た

と
の
説
明
で
し
た
。

　

神
奈
川
県
と
の
関

係
で
は
、
横
浜
三
渓

園
の
創
始
者
・
原
富

太
郎
は
一
時
期
経

営
、
横
須
賀
造
船
所
設
計
の
バ
ス
チ
ャ
ン

が
製
糸
場
の
設
計
者
で
あ
り
、
鉄
水
槽
は

横
須
賀
造
船
所
が
製
造
、
レ
ン
ガ
は
フ
ラ

ン
ス
式
レ
ン
ガ
積
み
で
横
須
賀
造
船
所
の

も
の
を
見
本
に
瓦
職
人
が
作
成
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

❖
「
女
工
哀
史
」
は
な
か
っ
た
？

　

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
で
一
点
気
に
な
っ

た
の
は
、民
間
時
代
も
含
め
て
、「
女
工
哀

史
は
な
か
っ
た
」
と
言
い
切
っ
た
こ
と
で

す
。
赤
字
経
営
が
続
い
た
製
糸
場
は
民
営

化
さ
れ
１
８
９
３
年（
明
治
26
）三
井
家
に
、

次
に
原
合
名
会
社
、
昭
和
に
入
っ
て
片
倉

製
紙
紡
績
会
社
経
営
と
変
遷
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
さ
ん
が
話
し
た
労
働
条
件
は
官

営
時
代
の
事
で
、
三
井
時
代
に
は
ス
ト
ラ

イ
キ
が
発
生
し
、
労
働
時
間
も
12
時
間
に

延
長
さ
れ
て
い
っ
た
の
も
史
実
で
す
。
明

治
政
府
が
１
９
０
１
年（
明
治
34
）に
行
っ

た
職
工
調
査
書
で
あ
る
『
職
工
事
情
』
に

あ
る
14
〜
18
時
間
労
働
の
実
態
と
全
く
か

け
離
れ
た
世
界
で
あ
っ
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
負
の
遺
産
の
部
分
も
含
め
て
真
実
を

知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

❖
宝
川
温
泉
で
疲
れ
を
い
や
す

　

見
学
後
昼
食
を
と
り
、
夕
方
宝
川
温
泉

に
到
着
し
、
雨
の
中
露
天
風
呂
に
。
２
０

０
畳
の
宝
の
湯
を
は
じ
め
４
つ
（
１
つ
は

女
性
専
用
）、
清
流
と
緑
、
外
国
人
客
と

の
裸
の
会
話
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
疲
れ
を
い

や
し
、温
泉
の
効
用
で
腰
の
痛
み
を
解
消
、

足
取
り
が
軽
や
か
に
な
っ
た
人
も
。

　

翌
日
の
目
的
地
・
谷
川
岳
天
神
平
は
、

残
念
な
が
ら
雨
と
風
で
断
念
し
、
月
夜
野

ビ
ー
ド
ロ
パ
ー
ク
に
変
更
。
全
員
が
元
気

に
横
浜
駅
に
到
着
し
、
楽
し
い
旅
行
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。 

（
加
瀬
文
隆
）

　
「
歴
史
教
室
」
は
昨
年
12
月
２
日
の
講

義
以
来
、活
動
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
４
日
に
総
会
を
開
き
（
会
員
８
人
出

席
）、
次
の
と
お
り
継
続
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１ 

、
会
員
で
役
割
を
分
担
す
る
。
代
表
世

話
人
＝
湯
川
勉
。
他
に
会
員
７
人
が
企

画
・
連
絡
・
会
計
な
ど
を
担
当
。

２ 

、年
に
数
回
、講
義
・
散
策
を
実
施
す
る
。

講
義
は
引
き
続
き
生
方
武
羅
夫
氏
に
依

頼
す
る
。

３ 

、
会
の
運
営
費
は
従
来
の
会
費
の
残
額

と
、
講
義
時
と
散
策
時
の
会
費
を
充
て

る
。

４ 

、
当
面
の
予
定
と
し
て
、
来
年
３
月
に

散
策
を
実
施
す
る
。

●歴史教室（散策）
と　き　2017年３月（予定）
場　所　未定
連絡先　こだま会事務所045（212）3179
●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会（毎月第２木曜日13時～）
　12月８日／１月12日
ところ　県庁本庁舎６階共用会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円
申込先　こだま会事務所045（212）3179
● こだま会文化レク企画「てく・テク
の会」「東京・谷根千散策」
と　き　12月１日（木）
集　合　 JR「日暮里」駅北口改札
　　　　10時集合
日程等　同封のチラシ参照
申　込　こだま会事務所045（212）3179
　FAX045（212）3178へ
●ファミリースキー・ツアー
と　き　２月９日（木）夜発～12日（日）着
ところ　白馬乗鞍スキー場
日程等　同封チラシ参照
参加費　３万4000円（バス・宿泊代等）
主　催　神奈川県職労支部合同企画
問合先　 神奈川県職労　045（212）3179

お
・
し
・
ら
・
せ

「
歴
史
教
室
」
は

 
継
続
し
て
活
動
し
ま
す

　

以
上
、「
歴
史
教
室
」
は
、
こ

だ
ま
会
の
歴
史
的
な
趣
味
の
会
と

し
て
、
継
続
し
て
活
動
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
こ
だ
ま
会
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
、「
歴
史

教
室
」
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
代
表
世
話
人
＝
湯
川
勉
）

《
連
絡
先
》
０
４
５
（
２
１
２
）

３
１
７
９
（
こ
だ
ま
会
事
務
所
：

毎
週
火
10
時
〜
16
時
）

フランス式の煉瓦壁の観察フランス式の煉瓦壁の観察

宝川温泉でリフレッシュ

（
２
面
よ
り
続
く
）



第　114　号　（4）2016年（平成28年）11月15日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

会員
紹介

－49－

70
数
年
前
の

戦
時
中
を
思

い
出
し
て

　

横
浜
で
１
９
４
２
年
４
月
18
日
か
ら

１
９
４
５
年
８
月
ま
で
の
間
に
、
28
回

の
空
襲
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
の
は
、
１
９
４
５
年
５
月

25
日
で
し
た
。

◇　
　
　

◆　
　
　

◇

　

そ
の
頃
私
は
、
県
庁
の
内
政
部
金
属

回
収
課
で
、
戦
車
に
使
う
貴
金
属
や
ア

ル
ミ
硬
貨
等
を
県
民
か
ら
買
い
取
り
、

管
理
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

空
襲
は
午
前
中
で
し
た
。「
ザ
ァ
ー
」

と
い
う
夕
立
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
、

約
１
時
間
半
も
の
間
、
Ｂ
29
の
爆
撃
機

が
５
０
０
機
、
約
40
万
発
の
焼
夷
弾
を

落
と
し
ま
し
た
。
あ
た
る
と
直
ぐ
に
飛

び
散
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

木
造
の
多
い
横
浜
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
焼
き
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

焼
失
戸
数
は
約
10
万
戸
。
空
襲
警
報
解

除
に
な
っ
て
、
窓
か
ら
見
え
た
の
は
野

沢
屋
デ
パ
ー
ト
や
太
田
倉
庫
く
ら
い

で
、
ほ
と
ん
ど
焼
か
れ
、
火
の
海
の
よ

う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
時
頃
帰
宅
す
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
、
数
人
で
な
る
べ
く
大
通
り

を
歩
き
ま
し
た
が
、
炎
で
顔
が
熱
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
倉
庫
が
ぽ
つ

ん
と
残
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
の
家
と

解
り
ま
し
た
が
、
家
の
跡
形
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
避
難
所
の
吉
田
小
学
校

に
行
く
と
、
父
と
姉
た
ち
は
無
事
で
し

た
。
姉
は
近
く
の
防
火
用
水
に
荷
物
を

背
負
っ
て
飛
び
込
み
、
焼
夷
弾
が
雨
の

よ
う
に
落
ち
て
く
る
の
で
、
水
中
に
沈

み
火
を
消
し
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

晩
は
、
小
学
校
で
毛
布
一
枚
を
姉
と
掛

け
合
い
、
足
は
伸
ば
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、何
と
か
寝
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
我
が
家
に
行
き
、
呆
然
と
し

て
い
る
と
、
突
然
、
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま

な
っ
た
人
が
ご
ざ
で
被
さ
れ
、
手
や
足

が
出
て
い
る
人
も
い
た
の
で
、「
下
を

見
な
い
で
歩
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

前
の
人
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
夢
中
で
歩

き
ま
し
た
。

　

満
員
電
車
に
乗
っ
た
時
は
、
座
席
に

履
物
の
ま
ま
立
ち
荷
置
に
つ
か
ま
り
、

降
り
る
時
は
窓
か
ら
降
り
る
人
も
い
ま

し
た
。
指
定
の
出
口
に
行
か
れ
ず
、
私

も
反
対
の
出
口
か
ら
線
路
に
飛
び
降

り
、
下
駄
が
割
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
と
か
疎
開
地
の
川
口
屋
に
到
着
し
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
一
緒
に
な
れ
た
は
ず

の
叔
母
た
ち
は
、
途
中
の
焼
夷
弾
の
直

撃
で
皆
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

疎
開
先
か
ら
県
庁
へ
の
通
勤
は
、
空

爆
を
避
け
、や
っ
と
着
い
た
時
に
は
昼
。

土
曜
日
は
直
ぐ
に
帰
宅
で
、
と
て
も
大

変
で
し
た
。
父
の
知
人
の
厚
意
で
弘
明

寺
の
家
、
生
麦
の
家
と
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
座
愛
甲
地
方
事

務
所
に
転
勤
に
な
り
２
カ
月
後
、
終
戦

と
な
り
ま
し
た
。

◇　
　
　

◆　
　
　

◇

　

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
苦
し
み
は
忘
れ

た
い
、
思
い
出
し
た
く
な
い
と
思
い
ま

す
が
、「
戦
争
は
絶
対
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
、
次
世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
達
子

り
、
荷
台
の
大
勢
の
人
の
な

か
か
ら
義
兄
が
飲
物
と
の
り

巻
を
沢
山
持
っ
て
見
舞
い
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
空
腹

だ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
に
有

難
か
っ
た
事
か
、
隣
人
た
ち

も
呼
び
、
皆
で
食
べ
た
美
味

し
い
味
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
従
弟
も
伊
勢
原
か
ら
自

転
車
で
、
お
に
ぎ
り
や
着
物

等
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

県
外
か
ら
も
必
需
品
を
頂
き

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
一
晩
、
防
空
壕

に
一
晩
、
県
庁
の
自
分
の
机

の
上
に
二
晩
泊
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
羽
衣
町
か
ら

小
机
駅
ま
で
歩
き
、
電
車
に

乗
り
継
ぎ
、母
の
実
家
・
睦
合

村
棚
沢
へ
疎
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
の
外
国
の

難
民
同
様
で
す
。
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
駅
に
向
う
道
に
は
、
亡
く

戦争は絶対しては戦争は絶対しては
ならないならない

横浜大空襲（1945年５月29日）、Ｂ29が500機で油脂焼
夷弾40万個を投下。左手前は桜木町駅 小川達子さん

『
写
真
で
み
る
横
浜
大
空
襲
』
よ
り
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大正大学で24の講座や22の分科会が

第30回日本高齢者大会in東京レポート

ひとりぼっちの
高齢者をなくそう
憲法をいかし、人間らしく　
　生きるために手をつなごう

平和のつどい平和のつどい神奈川県職員九条
の会

　
「
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う
」
を
合
言

葉
に
、
第
30
回
日
本
高
齢
者
大
会
が
８
月

28
日
と
29
日
、
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
会
場
は
大
正
大
学
。
24
の
講

座
、
22
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
全
国
か

ら
４
０
０
０
人
以
上
が
参
加
。
２
日
目
は

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
５
０
０
０
人
以

上
が
参
加
し
、
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
の
記
念

講
演
を
中
心
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
の
参
加
者
は
、
１
日
目
が
２

人
、
２
日
目
は
６
人
で
し
た
。

オ
ー
ル
沖
縄
か
ら
オ
ー
ル
日
本
へ

　

私
が
受
け
た
講
座
の
前
半
テ
ー
マ
は
、

「
沖
縄
の
戦
い
に
学
び
、
連
帯
す
る
た
め

に
」
で
、
講
師
は
新
基
地
建
設
反
対
名
護

共
同
セ
ン
タ
ー
の
古
堅
宗
嘉
さ
ん
で
す
。

　
「
基
地
問
題
は
日
本
の
真
の
独
立
の
問

題
。
全
国
に
基
地
を
分
散
す
る
の
は
ア
メ

リ
カ
を
喜
ば
す
だ
け
」、「
辺
野
古
へ
の
移

設
反
対
は
１
９
９
７
年
１
月
の
辺
野
古
学

習
会
の
13
人
か
ら
始
ま
っ
た
。
長
年
の
た

た
か
い
を
経
て
、
今
は
オ
ー
ル
沖
縄
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
オ
ー
ル
日
本
を
目

指
し
て
い
く
」
な
ど
、
現
地
で
長
年
た
た

か
っ
て
き
た
古
堅
さ
ん
な
ら
で
は
の
言
葉

は
、
胸
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
の
テ
ー
マ
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
世

界
戦
略
と
日
本
の
基
地
問
題
」。
講
師
は

前
参
議
院
議
員
の
小
泉
親
司
さ
ん
で
す
。

　
「
新
基
地
を
建
設
し
て
い
る
の
は
世
界

で
日
本
だ
け
（
辺
野
古
、
高
江
、
京
都
新

基
地
）。
海
兵
隊
受
入
れ
は
日
本
だ
け
」

な
ど
の
例
を
あ
げ
て
、
日
本
の
米
軍
基
地

が
世
界
の
な
か
で
い
か
に
異
常
で
あ
る
か

を
説
明
し
ま
し
た
。

「
安
倍
政
治
ノ
ー
」
の
共
闘
継
続

を
呼
び
か
け
（
鳥
越
俊
太
郎
氏
）

　

２
日
目
の
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
は
、「
都

知
事
選
は
劇
場
型
選
挙
に
浮
動
票
を
取
ら

れ
た
。日
本
人
は
い
っ
た
ん
風
が
吹
く
と
、

も
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
う
。
今
は
９
条
改

憲
に
イ
エ
ス
と
い
う
人
は
少
な
い
が
、
今

後
風
が
吹
く
と
わ
か
ら
な
い
」。ま
た
、「
安

倍
首
相
は
、
選
挙
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
。

選
挙
後
に
特
定
秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自

衛
権
閣
議
決
定
、
安
保
法
制
可
決
を
強
行

し
た
危
険
な
政
権
で
あ
る
。
安
倍
政
権
に

反
対
と
い
う
一
致
点
で
野
党
共
闘
を
続
け

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
力
強
い
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
大
会
決
議
を
採
択
し
、
来
年
開

催
の
沖
縄
県
に
大
会
旗
を
引
き
継
い
で
終

了
し
ま
し
た
。
５
０
０
０
人
も
の
大
会
を

開
く
組
織
力
と
、
遠
方
か
ら
参
加
し
た
高

齢
者
の
パ
ワ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

 

（
友
井
眞
言
）

全
体
集
会
が
開
か
れ
た

 

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

と　き●12月10日（土）13時受付。14時開会～16時30分
ろころ●波止場会館多目的ホール
　　　　みなとみらい線「日本大通り駅」下車徒歩４分
テ―マ●「安全保障法制」施行で何が変わったか
講　師●田渕大輔弁護士（神奈川フィル争議主任弁護士）
資料代●500円
問合先●☎090（2473）2681（佐伯義郎・事務局長）
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全
国
自
治
体
退
職
者
連
絡
会
第
19
回
総

会
が
８
月
20
日
、
岡
山
県
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
気
温
36
度
と
大

変
な
暑
さ
の
な
か
、
全
国
か
ら
46
人
が
参

加
。
当
会
か
ら
は
加
藤
利
秋
相
談
役
（
連

絡
会
事
務
局
次
長
）、
仲
戸
川
実
、
友
井

眞
言
の
両
副
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
加
藤
事
務
局
次
長
の
司
会
で
始

ま
り
、２
０
１
５
年
度
経
過
報
告
、決
算
、

２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
、
予
算
が
全
員

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
議

事
発
言
以
外
に
10
人
か
ら
１
時
間
半
に
わ

た
っ
て
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
総
会

の
な
か
で
一
番
多
数
の
発
言
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

発
言
内
容
で
共
通
す
る
の
は
、「
戦
争

法
」
批
判
、
参
議
院
選
挙
、
野
党
共
闘
の

評
価
、都
知
事
選
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
愛
知
県
か
ら
「
国
民
年
金
は

わ
ず
か
５
万
円
、
公
務
員
の
制
度
だ
け
の

議
論
で
は
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
」。

大
阪
府
か
ら
「
参
議
院
選
で
維
新
が
２
議

席
、
自
民
・
公
明
で
２
議
席
、
改
憲
勢
力

が
独
占
し
た
。
今
後
、
維
新
政
治
に
は
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
」。
京
都
府
か
ら
「
会

員
獲
得
に
つ
い
て
、
再
任
用
で
残
る
人
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
工
夫
が
必
要
」。
岩
手

県
か
ら
「
社
会
的
活
動
２
割
、
遊
び
８
割

で
活
動
。
原
爆
抗
議
の
12
時
間
ピ
ー
ス
ラ

ン
や
、
１
０
０
㌔
の
反
核
平
和
ラ
ン
を
実

施
し
た
」
な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
会
か
ら
は
、『
こ
だ
ま
会
報
』
１
１

３
号
を
配
布
し
、
福
島
原
発
や
浜
岡
原
発

バ
ス
ツ
ア
ー
の
報
告
や
原
発
の
危
険
性
、

廃
止
を
訴
え
、
ま
た
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
争

議
の
勝
利
和
解
報
告
と
支
援
へ
の
感
謝
、

「
戦
争
法
」
反
対
国
会
等
行
動
の
報
告
の

な
か
で
戦
争
法
廃
止
と
さ
ら
な
る
野
党
共

闘
を
訴
え
ま
し
た
。
趣
味
の
会
の
活
動
も

紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
連
絡
会
発
足
20
年
記
念
誌
を

発
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
加
藤
事
務
局

次
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
憲
法
・
暮
ら
し
と
平
和
・
民

主
主
義
を
守
り
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
奮
闘
す
る
と
い

う
総
会
決
議（
案
）が
提
案
さ
れ
、
全
員
一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。 

（
友
井
眞
言
）

発言が相次いだ総会当会の報告をする
友井眞言さん

「
戦
争
法
」強
行
可
決
１
年 

抗
議
行
動
に
２
万
３
０
０
０
人

　

２
０
１
６
年
９
月
19
日
は
戦
争
法
強
行

可
決
か
ら
１
年
目
の
日
。
昨
年
と
同
じ
く

秋
雨
が
し
と
し
と
降
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
会
行
動
か
ら
野
党
共
闘
が
生
ま
れ
、

７
月
の
参
議
院
選
で
は
11
の
１
人
区
で
接

戦
を
乗
り
越
え
て
勝
利
を
勝
ち
取
り
、
安

倍
晋
三
首
相
に
「
決
し
て
勝
っ
て
は
い
な

い
ん
だ
か
ら
な
」
と
発
言
さ
せ
て
、
焦
り

を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
毎
月
19
日
の
行
動
を
通
じ
て

市
民
の
運
動
は
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
、

こ
の
日
も
国
会
前
に
２
万
３
０
０
０
人
も

の
人
た
ち
が
抗
議
行
動
に
参
加
。
こ
だ
ま

会
か
ら
は
20
人
以
上
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

集
会
の
最
初
に
民
進
党
・
岡
田
前
代
表
、

共
産
党
・
志
位
委
員
長
、
社
民
党
・
福
島

副
代
表
、
生
活
の
党
・
木
戸
口
氏
が
連
帯

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

発
言
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
戦
争

法
は
１
年
た
っ
て
も
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て

も
違
憲
状
態
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。

　

戦
闘
状
態
に
あ
る
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自

衛
隊
派
遣
の
危
険
性
。
駆
け
つ
け
警
護
の

新
任
務
が
加
え
ら
れ
、
自
衛
隊
員
が
殺
さ

れ
、
現
地
の
人
た
ち
が
殺
さ
れ
る
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
南
ス
ー
ダ
ン
に
自

衛
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
は
戦
争
へ
の
第
一

歩
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
運
命
を
決
め
る

第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

元
自
衛
官
の
発
言
が
深
刻
で
し
た
。

　
「
安
倍
よ
、
お
前
が
戦
闘
訓
練
を
し
て

最
前
線
に
立
っ
て
み
ろ
。
戦
闘
の
恐
ろ
し

さ
を
味
わ
っ
て
み
ろ
。
南
ス
ー
ダ
ン
で
必

ず
自
衛
隊
員
が
死
ぬ
。
お
前
が
そ
ん
な
前

線
に
立
っ
て
み
ろ
」

と
い
う
激
し
い
言
葉
、
口
調
で
し
た
が
、

切
実
な
自
衛
官
を
代
表
し
て
の
声
に
魂
が

ゆ
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
進
党
の
新
し
い
体
制
を
見
て
、「
野

党
は
共
闘
」
と
い
う
声
が
市
民
団
体
か
ら

必
死
に
な
っ
て
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

野
党
共
闘
な
く
し
て
衆
議
院
選
挙
は
た
た

か
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
誰
が
考
え
て
も

明
ら
か
で
す
。

　

時
々
強
い
雨
が
ふ
る
な
か
で
隣
の
人
の

傘
の
雫
が
シ
ャ
ツ
を
び
し
ょ
濡
れ
に
す
る

ほ
ど
大
変
な
混
雑
。
参
加
者
は
「
戦
争
法
」

の
廃
止
と
沖
縄
の
た
た
か
い
へ
の
連
帯
を

叫
び
続
け
ま
し
た
。 

（
Ｔ
）
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「安心して暮らせる
社会」へ  
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神奈川自治労連退職者会
第24回定期総会

戦争法
廃止へ

社
会
保
障
制
度

の
充
実
を

方針を提案する青沼慶祐さん

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
第
24
回
定

期
総
会
が
10
月
13
日
、
横
浜
市
従
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
、
会
は
社
会
保
障
改
悪
反
対

集
会
や
学
習
・
署
名
活
動
、
神
奈
川
フ
ィ

ル
争
議
支
援
、「
９
条
守
れ
」
の
運
動
、

戦
争
法
廃
止
「
19
日
行
動
」、
鎌
倉
市
職

労
支
援
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
の
と
り
く

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
文
化
運
動
で
は

「
手
づ
く
り
文
化
祭
」を
と
り
く
み
ま
し
た
。

　

全
国
自
治
体
退
職
者
連
絡
会
に
は
役
員

を
派
遣
。
組
織
拡
大
で
は
課
題
を
残
し
て

い
ま
す
。
創
意
工
夫
し
て
こ
れ
に
挑
戦
し

よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。（
鳥
居
伸
太
郎
）

　
〈
新
役
員
紹
介
〉（
敬
称
略
）

会　
　

長
：
植
木
眞
理
子（
県
）

副
会
長
：
眞
次
英
一（
横
浜
）

　
　
　
　
　

内
田
次
敏（
鎌
倉
）

事
務
局
長
：
高
須
昌
和（
横
浜
）

事
務
局
次
長
：
青
沼
慶
祐（
県
）

幹　
　

事
： 

小
島
八
重
子（
県
）友
井
眞
言

（
県
）仲
戸
川
実（
県
）田
中
俊

一（
横
浜
）安
部
直
幸（
横
浜
）

坂
本
あ
や
子（
鎌
倉
）

会　
　

計
：
渋
谷
矩
宜（
横
浜
）

会
計
監
査
：
酒
井
道
生（
県
）金
子
豊（
横
浜
）

　

２
０
１
６
年
７
月
26
日
未
明
に
県
立
津

久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
起
き
た
死
者
19
人
、

負
傷
者
26
人
に
も
及
ぶ
殺
傷
事
件
は
、
障

害
者
の
「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
」、「
生
き

る
権
利
と
自
由
」
を
一
方
的
に
奪
う
も
の

で
あ
り
断
じ
て
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
負
傷
さ
れ
た
方

が
一
日
も
早
く
回
復
さ
れ
、
直
接
処
遇
職

員
で
あ
る
や
ま
ゆ
り
園
で
働
く
仲
間
と
と

も
に
、
以
前
の
園
に
お
け
る
生
活
に
戻
ら

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
す
。

　

重
度
知
的
障
害
者
支
援
施
設
で
あ
る
県

立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
は
、
県
立
施
設
と

し
て
初
め
て
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し

た
施
設
で
、
移
行
す
る
２
０
０
５
年
４
月

ま
で
は
県
の
直
営
施
設
と
し
て
、
私
た
ち

労
働
組
合
の
組
合
員
が
働
い
て
き
た
施
設

で
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
「
民
間
活
力
の
導

入
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
施
策
」
の
一
環
と

し
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。
制
度
の
導

入
に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
は
家
族
会
や
施

設
周
辺
の
住
民
の
方
々
と
と
も
に
「
処
遇

水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
」
と
り
く
み
を
す

す
め
ま
し
た
。「
県
内
で
実
績
の
あ
る
委

託
先
選
定
」「
長
期
契
約
」「
現
行
人
員
配

置
維
持
」「
専
門
職
配
置
」「
移
行
後
県
職

員
経
過
的
配
置
（
３
年
）」
な
ど
の
た
め

の
予
算
の
確
保
を
県
と
の
間
で
確
認
し
、

県
直
営
時
の
水
準
を
あ
る
程
度
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
処
遇
水
準
を
低

下
さ
せ
な
い
」
と
は
、
ど
ん
な
に
障
害
が

重
く
て
も
、
地
域
社
会
と
も
つ
な
が
り
を

も
ち
な
が
ら
、
入
所
者
が
人
間
ら
し
く
生

活
で
き
る
条
件
と
環
境
を
作
り
あ
げ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
障
害
者
の

存
在
と
尊
厳
が
守
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
事
件
は
、
こ
う
し
た
私
た
ち
の

願
い
と
思
い
に
真
っ
向
か
ら
敵
対
す
る
も

の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
報
道
さ
れ
て
い
る
犯
人
の
考
え

方
で
あ
る
ナ
チ
ス
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
思
想

（
多
様
性
を
否
定
し
、
特
定
の
価
値
観
に

よ
り
不
必
要
と
し
た
者
を
隔
離
・
抹
消
す

る
考
え
）
が
生
ま
れ
る
土
壌
が
、
い
ま
の

日
本
社
会
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
存
在

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
払
拭
し
て
社
会
を
変

え
る
こ
と
が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　

事
件
を
受
け
、
神
奈
川
県
も
国
も
二
度

と
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
警
備
強
化
や
犯
人
が
精
神
疾

患
で
措
置
入
院
し
て
い
た
こ
と
か
ら
措
置

解
除
や
そ
の
後
の
監
視
体
制
の
強
化
な
ど

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

対
策
が
隔
離
や
監
視
の
強
化
と
な
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
手
法
に
お
い
て
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
と
同
じ
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

再
発
防
止
策
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

神
奈
川
県
が
指
定
管
理
者
制
度
移
行
時
に

し
て
き
た
よ
う
に
、
障
害
者
や
精
神
疾
患

患
者
の
尊
厳
と
人
権
を
受
け
止
め
、
そ
の

こ
と
を
自
ら
実
践
し
て
い
る
直
接
処
遇
職

員
や
医
師
・
看
護
師
、
そ
し
て
家
族
の
声

を
十
分
に
聴
き
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

い
ま
、
福
祉
施
設
の
直
接
処
遇
職
員
、

医
師
・
看
護
師
は
、
劣
悪
な
勤
務
環
境
と

労
働
条
件
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
防
止

策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
障
害
者
や
精

神
疾
患
患
者
、
そ
の
家
族
と
接
す
る
労
働

者
の
処
遇
改
善
も
あ
わ
せ
て
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
よ
う
な
事
件
が

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
神
奈
川
県
職

労
連
は
、
障
害
者
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳

が
守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
と
り

く
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
に
お
け
る
殺
傷
事
件
に
つ
い
て

 

２
０
１
６
年
８
月
２
日　

神
奈
川
県
職
労
連
執
行
委
員
会
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こ
だ
ま
俳
壇

こ
だ
ま
俳
壇
（（
1010
月
）
月
）

秋
晴
れ
や
ピ
エ
ロ
の
踊
る
野
毛
小
路

 

木
村　

武
子

宅
配
の
青
年
の
肩
月
か
か
る

 

柳
瀬　

節
子

物
言
わ
ぬ
仏
の
前
の
菊
一
輪

 

白
井
保
次
郎

撫
子
の
細
き
茎
に
も
芯
が
あ
り

 
中
村　

桂
子

綿
菓
子
を
分
け
お
う
て
ゐ
る
秋
祭

 

田
中　

一
男

窓
あ
け
て
秋
め
く
風
を
通
し
け
り

 

鈴
木
志
げ
子

も
う
米
寿
ま
だ
家
事
し
て
ま
す
竹
の
春

 

横
川
美
代
子

垂
れ
下
が
る
萩
の
零
れ
る
売
家
か
な

 

島
田
多
嘉
子

打
た
せ
湯
に
紅
葉
少
し
揺
れ
に
け
り

 

友
井　

眞
言

月
渡
る
あ
ま
た
の
門
や
中
華
街

 

三
井　

光
子

秋
澄
む
や
月
の
語
り
し
も
の
が
た
り

 

坂　
　
　

守

露
天
風
呂
へ
吊
り
橋
渡
る
秋
の
暮

 

松
尾
佐
知
子

茶ち
ゃ

草く
さ

場ば

は
産
地
の
遺
産
芒
刈
る

 

小
川　

水
草

休
耕
田
賑
わ
し
て
い
る
花
芒

 

鳥
海　

敏
雄

秋
の
色
山
に
感
謝
の
葡
萄
か
ご

 

後
藤　

貞
夫

パ
ン
パ
ス
を
手
に
持
ち
来
た
る
秋
の
会

 

高
橋　

和
江

翡
翠
が
道
案
内
の
秋
日
暮

 

井
村　

友
彦

父
母
の
し
て
き
し
こ
と
を
月
祀
る

 

講
師　

太
田　

土
男

　

64
年
の
人
生
で
エ
プ
ロ
ン
を
し

た
記
憶
が
な
い
私
が
９
月
25
日
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
南
太
田
で
開
か
れ
た

こ
だ
ま
会
の
料
理
教
室
に
参
加
し

た
。
島
寿
司
、
サ
バ
の
味
噌
煮
、

イ
ナ
ダ
の
あ
ら
味
噌
汁
な
ど
の
料

理
に
、
エ
プ
ロ
ン
姿
が
よ
く
似
合

う
「
昔
の
若
者
」
12
人
が
挑
戦
し

た
。
以
下
、
私
の
驚
き
と
発
見
の

料
理
教
室
雑
感
で
す
。

❖
三
枚
お
ろ
し
は
「
お
尻
」
か
ら

　

今
回
の
メ
イ
ン
は
島
寿
司
だ
。

あ
の
八
丈
島
の
島
寿
司
だ
。
釣
り

名
人
・
仲
戸
川
実
さ
ん
が
前
日
、
江
ノ
島

沖
で
釣
り
上
げ
た
イ
ナ
ダ
が
主
役
。
新
鮮

で
最
高
の
食
材
だ
。

　

料
理
長
・
飯
塚
武
弘
さ
ん
の
三
枚
お
ろ

し
が
始
ま
っ
た
。
包
丁
を
最
初
に
あ
て
た

部
位
は
、
何
と
イ
ナ
ダ
の
「
お
尻
」
だ
。

「
お
尻
」
か
ら
頭
部
に
向
か
っ
て
包
丁
が

滑
る
。
私
の
常
識
で
は
最
初
は
「
頭
部
」

切
り
な
の
に
…
。
無
駄
な
く
素
早
く
骨
も

な
く
、
て
い
ね
い
な
包
丁
さ
ば
き
で
島
寿

司
の
ネ
タ
が
浸
け
ダ
レ
の
中
に
並
ん
だ
。

脇
役
の
「
辛
子
」
が
お
猪ち

ょ

口こ

の
底
で
逆
立

ち
し
て
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
香
り
、
風

味
を
逃
が
さ
な
い
細
や
か
な
扱
い
だ
。
役

者
が
す
べ
て
揃
い
仕
上
げ
は
握
り
だ
。

シ
ャ
リ
は
20
ｇ
が
目
標
な
の
だ
が
、
参
加

　

イ
ナ
ダ
の
あ
ら

を
煮
込
み
、
ア
ク

が
出
て
い
る
。
ア

ク
取
り
だ
。
料
理

長
の
横
で
私
は
、

彼
の
手
の
動
き
に

驚
い
た
。
彼
が
コ

ン
ロ
の
上
の
大
き

な
鍋
の
片
側
の

取
っ
手
を
少
し
だ

け
上
げ
、そ
し
て
、

表
面
の
高
い
側
に

口
を
近
づ
け
、
静
か
に

ソ
ー
ッ
と
ひ
と
吹
き
。
す
る

と
表
面
の
ア
ク
が
鍋
の
低
い

側
に
集
合
、
そ
こ
を
鳥
の
く

ち
ば
し
の
形
を
し
た
お
玉
で

サ
ァ
ー
ッ
と
す
く
い
取
る
。

ほ
ん
の
数
秒
間
だ
。

エ
ー
ッ
！　

も
う
ア
ク
が
無

い
。
手
品
の
よ
う
な
ア
ク
取

り
早は

や

業わ
ざ

に「
目
か
ら
鱗う
ろ
こ」だ
。

❖
寿
司
職
人
に
女
性
が
い
な

い
っ
て
ほ
ん
と
？　

な
ぜ
？

　

ず
ぼ
ら
で
大
雑
把
で
え
え

加
減
な
私
は
、や
は
り
、「
作

る
人
」
で
な
く
「
食
べ
る
人
」

が
い
い
。
今
回
の
収
穫
は
、

今
ま
で
に
食
べ
た
こ
と
の
な

い
「
本
物
」
の
サ
バ
の
味
噌

煮
を
味
わ
っ
た
こ
と
。
こ
れ

な
ら
自
分
で
も「
出
来
る
ぞ
」

と
感
じ
た
こ
と
。

　

最
後
に
一
言
。
寿
司
屋
で

女
性
の
握
っ
た
寿
司
を
食
べ

た
こ
と
あ
る
？　

握
り
職
人

に
女
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
っ
て
、ほ
ん
と
？　

な
ぜ
、

な
ぜ
な
の
？　

ヒ
ン
ト
は

「
体
温
」。
そ
の
答
え
に
納
得

し
た
。
驚
き
と
発
見
の
５
時

間
は
楽
し
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
杉
原
克
典
）

目
か
ら
鱗う

ろ
こ

ド・素人の「楽しい料理教室」雑感

者
の
手
に
は
38
ｇ

の
シ
ャ
リ
が
べ
た

つ
き
離
れ
な
い
。

う
ま
く
い
か
な

い
。
目
の
前
で
料

理
長
の
プ
ロ
技
が

輝
く
。

❖
ソ
ー
ッ
と
ひ
と

吹
き
ア
ク
取
り
早は

や

業わ
ざ

▶
12
人
が
挑
戦

田
中
和
子
さ
ん
の
作
品

奥津弘久さんの作品

絵
手
紙


